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「英語がわかる」ということ（２）
−英語前置詞 at, on, in の場合（英日中言語対照）−　
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On Understanding English (Part 2):
the cace of English Prepositions ‘in’ ‘on’ and ‘at’ 
(A Contrastive Study of English, Japanese and Chinese)
 
TAKAHASHI Junichi
Abstract: How do we understand the spatial relationships? How do we express the spatial concepts? In short, 
the domain of space provides a particular clear view of most of the fundamental issues pertinent to language and 
to cognition. I have selected three basic prepositions in English, which are, in, on and at.
The purpose of this paper is to compare the spatial expressions in English, Japanese and Chinese and to elicit 







語の前置詞 at, on, in を取り上げながら考察する。
２．英語，日本語、中国語における空間表現
　まず、英語の空間表現である前置詞 at, on, in の代表例を挙げる。
(1) a. The book is at the place where you left it.
 b. Julie is at the post-office.
 c. There are longing chairs at the beach.
 d. the suitcase on the stairway
 e. the man on the chair
 f. the music score on the piano
 g. the preserves in the sealed jar
 h. the milk in the glass
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 i. The baby is sleeping in the cradle.    （以上、Herskovits,1986）











(3) a. 墙          上       挂着     菜单。　　壁にメニューが掛かっています。
　　　　Qiáng shang guàzhe càidān.
 b. 桌子        上       放着     什么？　　テーブルに何が置いてありますか？
　　　　Zhuōzi shang fàngzhe shénme ?
 c. 草原           上      有   很    多    羊。　　草原にはたくさんの羊がいます。
　　　　Cǎoyuán shang yǒu hěn duō yáng.
 d. 我    在     中国        游览了       长城。　　私は中国で万里の長城を観光しました。
　　　　Wǒ zài Zhōngguó yóulǎnle Chángchéng.
 e. 蒙古包        里      沒有      空调。　　パオの中にはエアコンがありません。
　　　　Měnggǔbāo li   méiyou kōngtiáo.
 f. 从        北京      到        长城        不  太   远。　　北京から万里の長城まではあまり遠くありません。
　　　　Cóng Běijīng dào Chángchéng bú tài yuǎn.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以上、戸沼 / 石田 / 邢 , 2005）
２．１　英語における空間表現（前置詞）　
　最初に、英語の前置詞 “in” について、考える。
(4) a. the water in the vase ( 花瓶の中の水 )
 b. the crack in the vase ( 花瓶の亀裂 )
 c. the crack in the surface （表面の亀裂） 
 d. the bird in the tree ( 木の中の鳥 )
 e. the chair in the corner ( 隅にある椅子 )
 f. the nail in the box ( 箱の中の釘 )










　(5)　in: 幾何的構造物の１, ２, ３次元の幾何的構造物への包含
　次に、前置詞“on”の場合を考える。on の基本的な意味は、面あるいは線に対する接触である。
(6) a. the carpet on the floor ( 床の上のカーペット )
 b. the village on the road ( 道の途中の村 )
 c. the house on the lake ( 湖岸の家 )
 d. a point on a plane ( 平面上の点 )
 e. the shadow on the wall ( 壁に映った影 )
 f. the chair on the door （ドアの上の椅子）
 g. On the left wall is a couch.（左の壁のところに長椅子がある。） 







(a) the water in the vase
 （花瓶の中の水）
(d) the bird in the tree
 （木の中の鳥）
(e) the chair in the corner
 （隅にある椅子）
(f) the nail in the box
 （箱の中の釘）
(b) the crack in the vase
 （花瓶の亀裂）








れられる。(6h) のように、顕現性が低ければ、受容性に問題がある（Herskovits, 1986）。on の理
想的意味を定義することは難しいが、Herskovits (1986) は次のように定義している。




　Herskovits (1986) は、上の理想的意味は、一種のモデルとして on のすべての用法の中心となっ
ていて、近似、類似、典型性を含む過程、種々の幾何的記述の選択は、すべてこのモデルによる、
と述べている。最後に、位相前置詞 at の理想的意味を考える。
(8) a. The train is at Victoria Station.（列車はビクトリア駅にいる。）
 b. We met at six o’clock.（私たちは６時に会った。）
 c. Mary is at the window.（メアリは窓のところに入る。）
 d. The center of the circle is at the intersection of the axes.（円の中心は直径の交点のところである。）




















語 praepositio（前に置くこと）― pre-（の前に）＋ position( 置くこと ) ＝名詞の前に置くこと―に由
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来していることは周知の事実である。これを踏まえ、日本語の「中の」を後置詞（postposition）と呼
ばれることもあるが、一般には、中（名詞）＋の（助詞）（寺村秀夫 ,  1992:237）、名詞の格語形「ノ格」












 b. John is in the kitchen.
   英語は空間関係を前置詞的に処理する傾向が強いのに対して、日本語はそれを助詞的に処理すると
いう傾向が強い。英語の表現では、２つの名詞項が認められ、それら (be) in によって空間的に― IN 












(12) a.我　 在　   　工厂　　  工作。






 b. 他　   从　   　上海　  回来。







 c. 我　 跟   他          商量。








































































































マの拡張については、Lakoff (1987). Taylor (1989) を参照。）
　Lee (2001) は、空間的関係の言語化には、抽象化や理想化の過程が含まれていて、空間概念と非
空間概念の間に明確な境界はないと述べ、次の例を挙げている。
(21) a. The sun is out ; The stars are out. ( 太陽が出ている ; 星が出ている )
 b. The light is out ; The fire is out ; He blew the candles out.
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　　　（灯りが消えている；火が消えた；彼はろうそくを吹き消した）
　(21a)(21b) は、両方とも前置詞 out が使われているが、(21a) では、太陽や星が ‘out’ の時には見
えるのに、光やろうそくは ‘out’ の時には見えない。
(22) a. He blew up the balloon.（彼は風船をふくらませた。）
 b. He rolled up the carpet. （彼はカーペットを巻き上げた。）
　(22) は、前置詞 up が反対の意味になる。(22a) では大きくなりつつあるモノを指す表現の一部で
あるが、(22b) では、モノは小さくなりつつある。（21b) の反対は、He rolled out the carpet.（彼らはカー



















 b.  She lives in Kyoto.
 c.  她居住在京都。　Tā juzhù zài jīngdū.
 d.  彼は上海から帰って来る。
 e.  He comes back from Shanhai.
 f.  他从上海回来。  Ta  cóng  Shànghǎi  huílai. 































 c.  I’ll go to Chicago tomorrow.
 d.  I’ll come to Chicago tomorrow.（以上、河上 ,1996:14）
















仕方」｝を説明する手段として「視点」という概念を援用するのである。（田中 ･ 松本 :1997:103）
　このように空間表現は人間の基本的な日常経験から生じる様々なモノの見方すなわち視点が関わっ
ている。英語、日本語、中国語における空間表現では、上述の人間に基本的なイメージが共通に関わっ












SVO, SOV 言語において、O と V がＶＰ（動詞句）という一つの単位を作り、ＶがＶＰの中心をなし、
Ｖが主要部と呼ばれる。英語、中国語では主要部ＶはＶＰの先頭に来ている。日本語では、主要部Ｖ
はＶＰの末尾に来ている。具体例は以下である。
(28) 英語 （29) 中国語 (30) 日本語
ＶＰ ＶＰ ＶＰ
Ｖ　  　NP Ｖ　　　NP NP　　　V
ate       an apple 吃了　　苹果 りんごを　食べた
− 20 −
　次に、これまで取り上げた英語の前置詞句 ( ＰＰ ) を考える。（PP は前置詞句（prepositional phrase）、
P は前置詞（preposition）、NP は名詞句（noun phrase）を表す。）
(31) 英語 (32) 日本語 (33) 中国語
ＰＰ ＰＰ ＰＰ
Ｐ　　NP NP      P Ｐ　   NP













































































牧野 閉鎖的 開放的 開放的＊
加藤 細部から全体 全体から細部 全体から細部












1994 年３月 22 日～ 25 日 Gerhard Mercator University of Duisburg において、“Language and Space” に関
する国際 L.A.U.D. (Linguistic Agency University of Duisburg) シンポジアムが開催され、そのときの論文集
Martin Pútz/René Dirven (eds.) (1996) The Construal of Space in Language and Thought. Mouton de Gruyter が刊
行されている。 
２） イメージ ･ スキーマを最初に導入したのは、Johnso,M. (1987) The Bodily Basics of Ｍ eaning, Imagination, 
and Reason. Univ. of Chicago Press.（菅野盾樹 ･ 中村雅之（訳）1991『心のなかの身体―想像力のパラダ
イム転換』紀伊國屋書店）である。
３） イメージ ･ スキーマの拡張については、山梨正明 (2004)『ことばの認知空間』開拓社、山梨正明（2009）
『認知構文論』大修館書店を参照。
４） 前置詞 in, on, at の普遍的イメージ図は下図でも同じである。
 　図 ( ⅰ ) 前置詞 in	,on,	at の普遍的イメージ図（松永暢史 ･ 河原清志（2003）『絵で英文法』ワニブックス）














７） 楳垣実（1985）『日英比較語学入門』大修館書店 .p.183 は、英語、日本語があらゆる点で完全に対照であり、
次のような文法の根本原理があるとする。
  英語 日本語
  考え方 ………… 自主的 ･ 合理的 受容的 ･ 忍従的
  対自然 ………… 対等→支配的 従属的→点景
  中心点 ………… 主体の行為 場面 ･ 雰囲気
  表現原理 ……… 論理性 ･ 抽象性 気分性 ･ 具体性
  表現形式 ……… 遠心的 ･ 外向的 求心的・内向的
  表現性格 ……… 動的 ･ 積極的 静的・消極的
  語　順 ………… 主語→述語→目的語 修飾語→述語
  文の中心 ……… 主語（文頭） 述語（文末）
  文の形式 ……… 頭でっかち 末ひろがり
 　また、Hinds (1999:27-29) は、英語 Person focus, 日本語 Situation Focus, 池上嘉彦（1982）は、英語「する」
的言語、日本語「なる」的言語、安西（1983:39-62）、木村（2001:5-7）をまとめると、次のようになる。
  英語らしさ 日本語らしさ
  Person focus Situation focus
  主語に人 主語に人を避ける
  他動詞構文 Be 動詞、自動詞構文
  所有 (Have) 構文 存在 (Be) 構文
  ＜する＞方表現 ＜なる＞型表現
  ＜もの＞的捉え方 ＜こと＞的捉え方
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